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４
　
調
査
担
当
者
　
押
山
雄
三

。
佐
藤
重
幸

。
高
橋
博
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
館
跡
か

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
ｉ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

南
Ａ
遺
跡
は
、
藩
山
東
部

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
工
事
に
伴
い
調
査
が
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅

か
ら
東

へ
四
ｋｍ
離
れ
た
阿
武
隈

山
地
の
西
端
ｔ
位
置
す
る
。
遺

跡
は
、
頂
上
面
の
細
い
低
丘
陵

の
南
東
向
き
斜
面
か
ら
低
地
に

至
る
部
分
を
占
有
し
て
お
り
、

同
じ
丘
陵
上
に
は
同
時
期
の
小

南
Ｃ
遺
跡

（屋
敷
跡
）
・
古
館
遺

跡

（城
館
跡
か
）
が
あ
り
、
谷
を

は
さ
ん
だ
南
側
の
丘
陵
上
に

一
辺
五
ｍ
の
方
形
壇
二
基
か
ら
な
る
南
Ｃ
遺
跡
が

位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
も
造
成
地
内
に
あ
り
、
南
Ａ
遺
跡
と
あ
わ
せ

て
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
南
Ａ
遺
跡
は
、
工
事
用
道
路
で
掘
削
さ
れ

た
崖
面
の
観
察
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
遺
跡
中
心
部
の
約
三
割

が
調
査
前
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

検
出
し
た
遺
構
と
し
て
は
、　
一
辺
三
四
ｍ
×
七
八
ｍ
ほ
ど
を
長
方
形
に
区
画

し
た
薬
研
な
い
し
箱
状
の
堀
、
雛
壇
状
の
段
切
り
整
地
面
、
建
物
及
び
柱
穴
群
、

建
物
に
伴
う
囲
炉
一異
、
井
戸
、
土
坑
な
ど
が
あ
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
カ

フ
ラ
ケ
・
陶
器

・
磁
器

・
漆
器

・
鉛
玉

。
石
日

。
鉄
釘

。
第

。
上
壁

。
木
簡

。

馬
の
頭
骨
な
ど
が
あ
る
。
遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
二
七
箱
分
出
上
し
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
失
し
た
土
壁
で
あ
り
、
容
器
類
は
い
た
っ
て
少

な
い
。

遺
跡
の
構
成
は
、
南
面
及
び
東
面
の
中
央
部
に
土
橋
状
の
虎
口
を
も
つ
長
方

形
の
区
画
堀
と
、
区
画
内
の
中
央
部
か
ら
東
側
に
設
け
ら
れ
た
段
切
り
整
地
面

と
こ
れ
に
伴
う
建
物
群
、
そ
の
西
側
に
群
在
す
る

一
三
基
の
地
下
式
上
坑
ブ
ロ

ッ
ク
、
区
画
外
の
東
側
か
ら
検
出
さ
れ
た
二
棟
の
建
物
か
ら
な
る
。
遺
跡
の
中

心
と
な
る
雛
壇
状
の
段
切
り
整
地
面
は
四
段
あ
り
、
最
上
段
に
主
殿
と
考
え
て

い
る
廂
付
き
の
二
間
×
三
間
の
南
北
棟
建
物
二
棟
が
並
存
し
て
い
る
。
主
殿
に

は
新
旧
の
二
時
期
が
あ
り
、
古
期
に
焼
失
し
た
厚
き

一
〇

釦
余
の
上
壁
が
出
土

し
て
い
る
。
主
殿
に
囲
炉
裏
施
設
は
な
く
、
二
段
目
以
下
の
建
物
に
は
基
本
的

に
囲
炉
一異
が
伴
う
。
ま
た
、
下
段
に
降
り
る
に
し
た
が
い
建
物
の
建
て
替
え
が
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多
く
、
柱
穴
の
規
模
も
小
さ
く
な
り
、
主
殿
と
そ
れ
以
下
の
区
画
に
大
き
な
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。
群
在
す
る
地
下
式
上
坑
は
上
か
ら
三
段
目
の
整
地
面
に
あ

り
、
建
物
群
と
隣
接
し
て
い
る
。
地
下
式
土
坑
の
中
に
は
、
開
口
時
の
一
次
推

積
上
の
認
め
ら
れ
る
も
の
や
坑
内
に
柱
穴
を
も
つ
も
の
が
あ
る
た
め
墓
地
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
貯
蔵
庫
的
な
性
格
を
考
え
て
い
る
。

遺
跡
の
あ
る
蒲
倉
地
区
は
、
伊
勢

・
熊
野
の
先
達
職
を
も
つ
大
祥
院
が
存
在

し
た
地
で
、　
三
ハ
世
紀
中
棄
か
ら
の

『
大
祥
院
文
書
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

南
Ａ
遺
跡
周
辺
は
地
元
で
先
達
屋
敷
の
通
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
遺
跡
が
大
祥

廃
跡
か
そ
れ
に
関
係
す
る
館
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
出
土
品
に

修
験
に
関
係
す
る
も
の
が
な
い
な
ど
疑
聞
も
残
る
。
南
Ａ
・
古
館

・
小
南
Ｃ
遺

跡
の
報
告
書
は
、
平
成
七
年
度
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
は
周
辺
遺
跡

と
の
関
係
を
踏
ま
え
遺
跡
の
性
格
を
考
え
て
い
き
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「
急
□
□
□
□
」

「
持
大
日
如
来
」

頭
部
を
欠
損
す
る
も
の

一
点
で
、
最
長
の
も
の
で
長
さ
二
〇
〇

硼
、
幅

一
五
晒
、

厚
さ

一
側
を
測
る
。
う
ち
二
点
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
釈
読
で
き
た

一
点
の
み

掲
げ
る
。

笹
塔
姿
は

一
〇
〇
枚
前
後
あ
り
、
南
虎

日
の
西
側
か
ら
束
ね
た
状
態
で
出
上

し
た
。
長
さ

一
四
Ｏ
ｉ

一
七
〇

剛
、
幅

一
〇

剛
、
厚
さ

一
剛
前
後
の
ほ
ぼ
同
規

格
の
経
木
の
表
面
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
九
割
ほ
ど
が
釈
読
で
き
る
。

釈
文
は

一
点
の
み
掲
げ
た
。
他
の
も
の
も
全
て
同
文
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑫
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
団

『
郡
山
埋
文

ニ
ュ
ー
ス
』
六
四

・

六
七

・
六
九

・
七
四

・
七
七
盆

九
九
二
、
九
二
年
）

（押
山
雄
三
・
佐
藤
重
幸
）

1993年出上の木簡

南
Ａ
遺
跡
の
木
簡
に
は
、
呪
符
ω
と
笹
塔
婆
②
の
二
種
類
が
あ
り
、
と
も
に

遺
跡
を
区
画
す
る
堀
か
ら
出
土
し
た
。

呪
符
は
東
虎
日
の
南
側
か
ら
五
枚
重
ね
で
、
頭
部
を
堀
底
の
側
壁
面
に
突
き

刺
し
た
状
態
で
出
上
し
た
。
完
存
す
る
も
の
三
点
、
頭
部
の
み
の
残
欠

一
点
、
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